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専門分野: 技術教育・情報教育・教師教育 等



https://edtechzine.jp/article/detail/7720

情報活用能力



• ２ 教科等横断的な視点に立った資質・能力の育成

•  (1) 各学校においては，生徒の発達の段階を考慮し，言語能力，
情報活用能力（情報モラルを含む。），問題発見・解決能力等
の学習の基盤となる資質 ・能力を育成していくことができる
よう，各教科等の特質を生かし，教科 等横断的な視点から教
育課程の編成を図るものとする。 

• (3) 第２の２の(1)に示す情報活用能力の育成を図るため，各
学校において， コンピュータや情報通信ネットワークなど
の情報手段を活用するために必 要な環境を整え，これらを
適切に活用した学習活動の充実を図ること。ま た，各種の
統計資料や新聞，視聴覚教材や教育機器などの教材・教具
の適 切な活用を図ること。 

平成29年 第1章 総則

学習の基盤となる
資質・能力として
の情報活用能力



GIGA端末のICT活用

学習基盤としての情
報活用能力

現行学習指導要領下での教育改革の動向

VUCA

な社会

Society

5.0の
実現

多様な学びを総合し
て人生や社会づくり
活かす力

生涯にわたって学
び続ける力

DX
行為主体性の醸成

社会観 求められる力 教育改革

プログラミング教育

STEAM教育

新しい価値の創造 生成AIの活用

メディアリテラシー



文部科学大臣諮問 2024.12

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/gijiroku/1415607_00026.html



中央教育審議会における議論の動向
～中教審教育課程企画特別部会論点整理から情報・技術WGへ～



https://www.mext.go.jp/content/20250925-mxt_kyoiku02-000045057_01.pdf



第2回WG https://www.mext.go.jp/content/20250925-mxt_kyoiku01-000044901_3.pdf



https://www.mext.go.jp/content/20250925-mxt_kyoiku02-000045057_01.pdf



https://www.mext.go.jp/content/20250925-mxt_kyoiku02-000045057_01.pdf



https://www.mext.go.jp/content/20250925-mxt_kyoiku02-000045057_01.pdf



第2回WG 体系表

https://www.mext.go.jp/content/20250925-mxt_kyoiku01-000044901_3.pdf



そもそも技術・家庭科技術分野とは

・何を学ぶ教科なのか？
・学習の対象は？
・どんな資質能力が身につくのか？



これからの社会

技術・家庭科技術分野では
どのようなこと学ぶのであろうか？

これからの社会で
どんなことに役立つのか

https://www.jste.jp/main/teigen/23
1011_leaflet.pdf



もしかすると・・・・

これまでの技術分野の学習は？？
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技術分野の学習の対象
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これから技術分野の学習
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フィジカル・バーチャルの融合
これらを意識した学習内容

Society 5.0



Society5.0時代の技術観



https://www.jste.jp/main/data/New_Fw2021.pdf

エンジニアリングデザインプロセス

人間や社会の

探究

人工物や自然界の

探究

価値の創造

次世代の学びを創造する新しい技術教育の枠組み

STEAM教育への接続



• 情報技術に係る学習の拡充
中学校段階での情報活用能力育成を中核的に担う教科としての役割

• 情報技術と材料・加工、エネルギー変換、生物育成等の
フィジカル技術(物理的な人為的成果物を生産する技術)とを
融合する学習内容

• Society5.0時代の技術観を体現し、新しい価値の創造に向け
た問題解決の高度化を図る

中学校「情報・技術科」(仮称)への期待



テクノロジー科へとつながる先進的な具体的な授業実践

フィジカルとサイバーの融合の授業のイメージ

第8回 技術教育アイディアソン 2024.12

(1)中学校技術科における3D-CAD・3Dプリンタを活用した問題解決学習 ～材料と
加工の技術での授業実践～ 埼玉県飯能第一中学校 横山駿也

(2)中学校技術科の構想場面における設計学習プリントと３D‐CADを併用した授業実
践 愛知県日進市立日進西中学校 河村敏文

(3)ヒーターの開発に関する複合題材の授業構想と展開～うみぶどう栽培の問題解決～
山口県柳井市立柳井中学校 瀬尾優治

(4)小学校第６学年を対象としたAIの画像認識について理解し活用する学習の実践と評
価 京都教育大学 大久保紀一郎

(5)栽培支援システムの開発を題材とした統合的な問題解決学習の提案と授業実践
広島大学附属福山中学校 三浦利仁

(6)バリアフリーに貢献するロボット開発を題材とした統合的問題解決の実践
～STEAMラボの活用を通して～ 北海道教育大学旭川校 馬場栄徳

http://www.jste.jp/techedu/project/jste-ideason2024/subpage.html



https://sites.google.com/jste.jp/pr-
dist/%E3%83%9B%E3%83%BC%E3%83%A0

https://sites.google.com/jste.jp/pr-dist/%E3%83%9B%E3%83%BC%E3%83%A0
https://sites.google.com/jste.jp/pr-dist/%E3%83%9B%E3%83%BC%E3%83%A0
https://sites.google.com/jste.jp/pr-dist/%E3%83%9B%E3%83%BC%E3%83%A0


教育現場で活用可能な３DCAD（例）

https://cadiy3d.com/wp/product_download/

caDIY3D-X 

作ってみよう

https://avalontech.co.jp/toppage/concept/

Tinkercad

https://www.tinkercad.com/

https://www.yamazaki-kk.com/

創Web



フィジカルとサイバーの融合を支援する教材

公益社団法人 全国中学校産業教育教材振興協会https://ced.jp/research/zsk_mvsp/



AIの発展と台頭

27

第１次ブーム

1950年代～1960年代

•「Artificial Intelligence」

•パーセプトロン

第２次ブーム

1980年代～1990年代半ば

•バックプロパゲーション

•エキスパートシステム

第３次ブーム

2000年代～現在

•ニューラルネットワーク

•ディープラーニング

AIの歴史的変遷

AIの近況

必要不可欠

な技術
生成AIの進化 市場規模の世界的拡大

一般社会への浸透

教育改革の推進力としてのAI活用：「授業設計」、「学習内容:学習対象」



指導案作成の例

1．生成AIに作ってほしい授業の内容を入力

事例
「 ICTを効果的に活用してアクティブラーニン
グの学習形態でエネルギー変換の技術を体
験的に学習するの3時間の指導過程を提案し
てください

使いやすい形にAIをカスタマイズ
・日本の中学校2年生を対象
・1人1台端末を利用している。
・必要に応じて協同的な学びを。
・指導案形式で出力してください。

より適した指導過程に修正
※作業の効率化



指導案作成ツール：Learning Skeleton AI

●指導案作成-①「問いかけテンプレート」を用いる
システムに予め収録されている、教科書に対応した「問いかけ」
【問いかけテンプレート機能】を用い指導案を作成する

教科書に応じた問いかけが
収録されている

中学技術家庭の情報に関する内容の問いかけ
を選択し、画面に表示させて、AIボタンを押す
問いかけを用いない場合は直接入力して、
AIボタンを押す ⇒次頁に続く

●指導案作成-②自由入力
問いかけテンプレートを用いず、画面に直接、授業のねらい、目標を入力してもよい



AIの性格及び回答方針を入力する（カスタマイズ）
入力内容 ・日本の中学2年生の技術家庭授業 ・1人1台端末を使用

 ・必要に応じて協働的な学びを行う ・適宜改行し読みやすく
◎学習形態や属性、性格などを詳しく入力すると最適な出力が可能

前頁でAIボタンを押下後
表示される画面
・カスタムを選ぶ場合

前頁でAIボタンを押下後
表示される画面 ・AI選択1を選ぶ場合

授業の指導案
のアイコンを選択

カスタマイズ（プロンプト入力）が難しい、といったような場合、
ワンタッチボタンの利用で、簡単に作成ができる



URL:https://www.media-5.co.jp/hp/learningskeleton/portal_ai/index.html

前頁のカスタマイズにより出力された指導案（画面を3分割して表示）

（1）単元名、対象、ねらい、活動、
導入（時間と内容）

（2）展開（時間と内容）

（3）まとめ、振り返り、
評価の視点、準備物、使用ツール例、
発展的な課題例



画像生成AI：資料作成

https://www.canva.com/ja_jp/features/ai-slide/ https://gamma.app/

LSAIで作成した、修正した指導過程 → 画像生成AI →修正



生成AIの登場

https://www.mext.go.jp/content/20241226-mxt_shuukyo02-000030823_001.pdf

2022年:ChatGPTリリース

2023年:初等中等教育段階における生成AIの利
用に関する暫定的なガイドライン

2024年:初等中等教育段階における生成AIの利
活用に関するガイドライン(Ver. 2.0)

2025年:埼玉県立学校における生成AI利活用に
関するガイドライン(Ver. 1.0)など



AIリテラシーを育む学習内容
中学校技術分野の指導内容を基に選定

34

指導項目 学習内容

AIの認識(理解) •AIの仕組みの理解

AIの長所と短所
•AIの長所と短所の理解
•AIの長所と短所を踏まえて，AIを活用して問題を解決することができ
る力

今後のAIの発展と生じる課
題

•よりよい社会の構築に向けて，AI技術を活用して問題解決する力
•よりよい社会の構築に向けて，AI技術を工夫し創造していこうとする
態度

AIとデータ
•AIがデータから学習することの理解
•問題を解決するために必要なデータを活用する力

AIの認識方法
•AIがデータを収集するためにセンサを活用していることの理解
•問題を解決するために，必要なデータについてセンサを活用して収集
する力

AIに関わる倫理

•AIによる倫理問題とデータ収集・活用における倫理問題の理解
•AIによる倫理問題を回避し，安全に活用する力
•AIによる問題解決の際，適切に情報を活用する力
•AIを倫理的に活用できるようにするために，偏りやユーザーのプライ
バシーに配慮して活用しようとする態度

AIを活用したプログラミン
グ

•AIをプログラムすることができる技能

Ryo Kimura・Toshikazu Yamamoto：Development of a framework for a Japanese AI curriculum to build AI literacy in junior high school 
students，2023 TENZ Conference Research Papers，pp71-81(2024.1)



情報・技術(仮称) AIリテラシーFramework
Ryo Kimura・Toshikazu Yamamoto：Development of a framework for a Japanese AI curriculum to build AI literacy in junior high school students，
2023 TENZ Conference Research Papers，pp71-81(2024.1)

資質・能力 

 

指導項目 

知識技能(Knowledge) 活用する力（Skills） 態度(Attitudes) 

AI の認識 AI の仕組みの理解 
AI の仕組みの特徴を踏ま

え活用を検討する力 

AI の仕組みの特徴を踏ま

えて活用を検討しようと

する態度 

AI の長所と短所 AI の長所と短所の理解 

AI の長所と短所を踏まえ

て，AI を活用して問題を

解決することができる力 

AI の長所と短所を踏まえ

て問題を解決しようとす

る態度 

今後の AI の発展

と生じる課題 

今後 AI の発展と共に起き

る課題の理解 

よりよい社会の構築に向

けて，AI 技術を活用して

問題解決する力 

よりよい社会の構築に向

けて，AI 技術を工夫し創

造していこうとする態度 

AI とデータ 
AI がデータから学習する

ことの理解 

問題を解決するために必

要なデータを活用する力 

問題を解決するためにデ

ータを活用しようとする

態度 

AI の認識方法 

AI がデータを収集するた

めにセンサを活用してい

ることの理解 

問題を解決するために，

必要なデータについてセ

ンサを活用して収集する

力 

問題を解決するためのデ

ータを集めるセンサを検

討しようとする態度 

AI に関わる倫理 

AI による倫理問題とデー

タ収集・活用における倫

理問題の理解 

・AI による倫理問題を回

避し，安全に活用する力 

・AI による問題解決の

際，適切に情報を活用す

る力 

AI を倫理的に活用できる

ようにするために，偏り

やユーザーのプライバシ

ーに配慮して活用しよう

とする態度 

AI を活用したプ

ログラミング 

AI を活用してプログラム

することができる技能 

AI を活用したプログラミ

ングを批判的に見る力 

AI を活用したプログラミ

ングを批判的に見ようと

する態度 

 



AIによる画像解析の仕組みの理解

【実施対象】埼玉県内S中学校３学年４クラス（146名）

36

•仕組みに関して理解するとともに，

判定精度を向上させよう考察

•AIとネットワークの関係性について

十分に理解

•AIの活用におけるメリット・デメリッ

トに自ら気づけた

•AIとサーバの関係やAI活用におけ

るメリット・デメリットを意識しながら，

問題解学習に取り組む

事例1：指導の実際と生徒の反応

木村僚・山本利一：データサイエンスの視点を取り入れた画像認識の仕組みを学習するプログラミ
ング学習の提案、日本産業技術教育学会誌，第60巻，第2号，pp.91-100（2022.11）

Machine Learning for kids



AIの種類やAIの学習方法を体験的に学び

「AIの長所と短所」に気付かせる

【実施対象】S中学校２学年２クラス（68名）

37

•生徒にとってAIは身近な存在，一定のイメー

ジがある

• AIの判断方法に一定の知識を持っている，詳

細な理解はできていない

• AIの判断に必要な要素は概ね理解，AIの判

断が必ずしも正しくないことに気付けた

•自身のデータが無断で利用されていたかもし

れないことに対する，驚きや不安

• AI開発における質の高いデータ収集の難しさ

について実感

事例2：指導の実際と生徒の反応

木村僚・山本利一：「AIリテラシー」を育成する指導内容の提案と実践、日
本教育情報学会誌「教育情報研究」，第41巻，第１号，2025年４月

Teachable Machine



高等学校情報との連携
AI機械学習によるミニトマト仕分け

38

ミニトマトの色と重さによって、
仕分けを行う。

産業・情報技術等指導者養成事業研修内容

山本利一・軽部禎文・松葉里穂子・三井有咲：データサイエンスや機械学習の観点を組み入れたプログラミングに関する教員研修内容の提案，日本産業技術教育
学会誌，第64巻，第1号，pp.427-436



まとめ

◼情報活用能力の抜本的な向上 （現在不可欠な資質能力）  
教育情報化の動向: 平成元年以来の大改革!
中学校技術・家庭科: 昭和33年以来の大改革!
小学校「総合的な学習の時間」: 平成10年以来の大改革!

◼実現可能性(フィージビリティ)を踏まえ着実に実装を進めるこ
とが大切今からできることを先んじて展開していくことが重要

◎教育委員会は
予算確保→環境整備→教員研修，免許保有者確保・育成など

○サポータ（大学，研究者，企業など）は
質の高い教員養成，教材開発、新しい実践の創出，学校支援など

 今後も、中教審の議論を注視していきましょう!
日本産業技術教育学会もそれらを応援・支援しています!
https://www.jste.jp/main/index.php

https://www.jste.jp/main/index.php


Saitama Univ

～Thank you for your attention!～
ご清聴ありがとうございました

埼玉大学教育学部 技術教育分野

技術教育学研究室 山本利一 

E-mail: tyamamot@mail.saitama-u.ac.jp
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